
日本の主な死因順位（2024年）の第1位は悪性新生物（がん）であり、日本人の2人に1人はがんになるといわれています。
がん検診を受けることは、がんの早期発見・早期治療につながり、がんによる死亡を減らすことが期待できます。
今回は、保健事業部のがん検診受診数をまとめてみました。
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保健事業部がん検診受診数（2024年度・2023年度比較）

がん死亡数の順位（2023年）

年度
検診 胃がん

（X線または内視鏡）

集計対象：年度末40歳以上、子宮頸がんは20歳以上

出典：国立がん研究センターがん情報サービス
　　  「がん統計」（厚生労働省人口動態統計）

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」　※参考（2019）厚生労働省
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2つのポイントで食べ過ぎ予防
食欲の秋 

お米や果物など多くの食材が旬を迎える秋は、つい食べ過ぎてしまう人も多いのではないでしょうか。
食べ過ぎは内臓脂肪蓄積や生活習慣病につながることがあります。
食欲が増す時期でも無理なく食べ過ぎが予防できる2つのポイントを紹介します。

ポイント

1 ベジファースト
ベジファーストとは、野菜から食べることです。
食物繊維の豊富な野菜や海藻、きのこなどを先に食べること
で、満腹感を得やすくなります。

ポイント

2 よく噛む
食べ始めてから満腹感を得るのに15～20分かかるため、
よく噛んで食事に時間をかけることが大切です。
歯ごたえのある食品を選んだり、一口の量を少なくしたりする
と、自然と噛む回数を増やすことができ、ゆっくり食べることに
つながります。

五目大豆

1 干ししいたけを戻す。※戻し汁は後で使用
2 こんにゃくのあく抜きをする。
3 乾燥昆布は乾燥のまま使う。
4 にんじんの皮をむく。

5 ①～④を大豆の大きさにあわせてすべてさいの目切りにする。
6 鍋に⑤の材料、大豆、調味料を入れ、火をつける。
7 鍋に蓋をして沸騰するまではときどき混ぜながら強火、沸騰したら弱火で15分煮る。
8 蓋を取って煮詰めて完成。

材料（4人分）

作り方

干ししいたけ 30g

こんにゃく 1/2枚（約130g）

乾燥昆布 15g

にんじん 1/2本

水煮大豆 1袋（約150g）

しいたけの戻し汁 200ml

砂糖 大さじ2

みりん 大さじ2

しょうゆ 大さじ2

料理酒 大さじ2

食物繊維が豊富で、噛む回数の多い食品を
たっぷり使用した副菜です。

日本のがん検診受診率（2022年）
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保健事業部での受診数
をみると、企業の乳がん
検診・子宮頸がん検診
を除くがん検診におい
て、前年度よりも減少し
ています。

日本におけるがん死亡数の順位上位は
男性では肺・大腸・胃、女性では大腸・肺・膵臓です。
　まだがん検診を受診していない方は、この機会
にぜひがん検診を受診しましょう！
●検診のご予約・お問合せは裏表紙をご覧ください

最新がん統計
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日本は諸外国と比
べ、がん検診の受
診率が低いです。
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